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提供：毛呂山町 

提供：富加町 

提供：高槻市 

「新指定・新登録」答申物件 

 

《史跡名勝天然記念物の新指定》 

【史跡】 ９件 

１ 鎌倉
かまくら

街道
かいどう

上道
かみつみち

【埼玉県入間郡
いるまぐん

毛呂山町
も ろ や ま ま ち

】 

鎌倉街道のうち鎌倉から武蔵国
むさしのくに

・上野国
こうずけのくに

を経

て信濃国
しなののくに

・越後国
えちごのくに

へ向かう道を上 道
かみつみち

と呼んだ。

道路
ど う ろ

遺構
い こ う

だけではなく、宿場
しゅくば

と墓域
ぼ い き

、その境界と

いう一体的な空間が良好に残されており、中世の

街道の状況を明らかにする重要な遺跡である。 

（鎌倉から武蔵国・上野国を経て信濃国・越後国

へ向かう道。中世の街道の状況を明らかにする重

要な遺跡） 

 

２ 夕
ゆう

田
だ

墳墓群
ふんぼぐん

【岐阜県加茂郡
か も ぐ ん

富加町
とみかちょう

】 

突出部付
とっしゅつぶづき

の墳
ふん

丘
きゅう

墓
ぼ

の蓮
はす

野
の

１号墳、前方後円墳
ぜんぽうこうえんふん

の 夕
ゆう

田
だ

茶
ちゃ

臼山
うすやま

古墳
こ ふ ん

からなる。弥生時代後期後葉

以降、前方後方形の墳丘墓が展開する東海地域に

おいて、いち早く前方後円形の墳墓を採用するな

ど、前方後円墳の東日本への広がりを考える上で

重要である。 

（弥生時代終末期から古墳時代初頭にかけて築

造された突出部付の墳丘墓及び前方後円墳） 

 

３ 芥川
あくたがわ

城跡
じょうあと

【大阪府高槻市
たかつきし

】 

 畿内
き な い

周辺を支配し政権を担った戦国大名・三好
み よ し

長慶
ながよし

の本拠で、政 庁
せいちょう

機能
き の う

を持った山
やま

城跡
じろあと

。標高

１８２ｍの三好山
みよしやま

に築かれ、東西約５００ｍ、南

北約４００ｍで３つの曲輪群
くるわぐん

からなる摂津国
せっつのくに

最

大規模の城跡。織田政権直前の戦国時代の政治・

軍事を知る上で貴重である。 

（畿内周辺を支配し政権を担った戦国大名・三好

長慶の本拠である摂津国最大規模の山城跡） 
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提供：新宮市 

提供：玉名市 

４ 郡山
こおりやま

城跡
じょうあと

【奈良県大和郡山市
やまとこおりやまし

】 

奈良盆地の西ノ京
にしのきょう

丘 陵
きゅうりょう

南端に位置する

近世城郭。天
てん

正
しょう

１３年（１５８５）に豊臣
とよとみ

秀
ひで

長
なが

が入城し畿内
き な い

統治の拠点として大規模

に整備が行われ、関ヶ原の戦い以後は譜代
ふ だ い

大名
だいみょう

が城主となった。天守
てんしゅ

台
だい

のある本丸を

中心に、毘沙門曲輪
び し ゃ も ん くる わ

などの曲輪群、内堀、

鷺
さぎ

堀
ぼり

などからなる。曲輪の周囲は石垣で築

かれ、転用
てんよう

石材
せきざい

が多く用いられている。 

（奈良盆地の西ノ京丘陵南端に位置する

近世城郭。豊臣政権の畿内統治の拠点とな

った） 

 

５ 新宮下
しんぐうしも

本町
ほんまち

遺跡
い せ き

【和歌山県新宮市
しんぐうし

】 

中世以降、太平洋航路の重要な拠点であ

った港町の遺跡。海を介した交流の実態を

知る上で重要なだけでなく、中世の海上交

通と 宗 教
しゅうきょう

勢力
せいりょく

との関係や、平安時代末頃

以降から全国へ信仰が拡大する熊野
く ま の

三山
さんざん

の

経済
けいざい

基盤
き ば ん

等について考える上でも重要であ

る。 

（熊野川に面した熊野三山との関係が指摘

される中世の港湾
こうわん

関係遺跡） 

 

６ 熊本藩
くまもとはん

高瀬
た か せ

米蔵
こめぐら

跡
あと

【熊本県玉名市
た ま な し

】 

 江戸時代、菊
きく

池川
ち が わ

流域の村々から年貢米

を舟運
しゅううん

で集積した熊本藩の米蔵
こめぐら

。船着場
ふなつきば

跡
あと

には、蔵との間をつなぐ石敷きの坂道「俵
たわら

転
ころ

がし」２基や石階段、護岸
ご が ん

石垣
いしがき

等が現存す

る。河口部に立地し補完機能を担った 晒
さらし

船着場
ふなつきば

跡
あと

も合わせて指定する。 

（江戸時代、菊池川流域の村々の年貢米を

舟運で集積した熊本藩の米蔵跡と船着場

跡） 

 

提供：大和郡山市 
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提供：宇土市 

提供：鹿児島県 

提供：大分市 

７ 轟
とどろき

貝塚
かいづか

【熊本県宇土市
う と し

】 

 有明
ありあけ

海
かい

沿岸部に位置する縄文時代早期末

から後期中葉にかけての貝塚を伴う集落。

九州や西日本の縄文時代早期末から前期の

指標となる 轟 式
とどろきしき

土器
ど き

が出土する 標式
ひょうしき

遺跡
い せ き

であり、中心部に形成された同時期の

貝層の内外からは埋葬
まいそう

人骨
じんこつ

が多数検出され

ている。当時の生業
せいぎょう

や古環境
こかんきょう

、墓制
ぼ せ い

を知る

上で重要である。 

（有明海沿岸部に位置する縄文時代早期末

から後期中葉にかけての貝塚を伴う集落） 

 

８ 里官衙
さとかんが

遺跡
い せ き

【大分県大分市
おおいたし

】 

 大分市東部に位置する飛鳥時代から奈良時代

にかけての官衙
か ん が

遺跡
い せ き

。評
ひょう

の役所と考えられるコ

の字状に配置される大型掘
おおがたほっ

立 柱
たてばしら

建物
たてもの

群
ぐん

が検出

されるなど、海部
あ ま べ

地域の古代官衙の変遷を具体

的に示す遺跡として重要である。 

（地方官衙の成立と変遷を示す飛鳥時代から奈

良時代の官衙遺跡） 

 

 

 

９ 立
たち

切
きり

遺跡
い せ き

・横
よこ

峯
みね

遺跡
い せ き

【鹿児島県熊毛郡
くまげぐん

中種子町
なかたねちょう

・南種子町
みなみたねちょう

】 

 立切遺跡と横峯遺跡は種子島中・南部に位置し、３万５

千年前の種
たね

Ⅳ
よん

火山
か ざ ん

灰層
ばいそう

の下位から、後期旧石器時代前半期

に位置付けられる落とし穴遺構や礫群
れきぐん

が検出された。日本

列島南部に位置し、照葉樹林
しょうようじゅりん

環境
かんきょう

に適応した居住や生業

を具体的に示す遺跡として重要である。 

（種子島に所在する落とし穴や礫群などをもつ後期旧石器

時代前半期の遺跡） 
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提供：常陸大宮市 

提供：南アルプス市 

《登録記念物の新登録》 

【遺跡関係】 １件 

１ 徳島堰
とくしませぎ

【山梨県韮崎市
にらさきし

・南
みなみ

アルプス市
し

】 

 釜
かま

無川
なしがわ

右岸に水を供給するために作られた灌漑用
かんがいよう

水路
す い ろ

。寛
かん

文
ぶん

５年（１６６５）に江戸の商人徳島兵左衛門俊正
とくしまひょうざえもんとしまさ

が工事に着手

したものの水害により工事を断念し、その後、甲府藩
こうふはん

が寛文１

０年（１６７０）に完成させた。用水路はいくつもの沢や川を

横断したもので、延長は約１７ｋｍである。 

（寛文５年（１６６５）に江戸の商人徳島兵左衛門俊正が工事

に着手し、その後甲府藩が完成させた用水路） 

 
 

 

 

【名勝地関係】 ２件 

１ 岡山
おかやま

氏
し

庭園
ていえん

（養
よう

浩
こう

園
えん

）【茨城県常陸
ひ た ち

大宮市
おおみやし

】 

明治中期に、当時酒造業を営んでいた岡山

氏が造営した池
ち

泉
せん

庭園
ていえん

。庭門の手前に３階建

ての楼閣
ろうかく

「喜雨亭
き う て い

」が建ち、門を潜ると前方に

中島のある園池
え ん ち

が広がる。園池の向うには

緒川
お が わ

が流れ、その背後に切り立った岩山がそ

びえる。 

（明治中期に、当時酒造業を営んでいた岡山

氏が造営した池泉庭園） 

 

２ 法師
ほ う し

庭園
ていえん

【石川県小松市
こ ま つ し

】 

 粟津
あ わ づ

温泉
おんせん

の名湯「法師」に造営された近代の

庭園で、宿泊棟に囲まれた中に延命閣
えんめいかく

を挟ん

で南北の地割
ち わ り

に複数の築山
つきやま

や池
ち

泉
せん

を設け、高

木の樹叢
じゅそう

の下に客室からの観賞や散策を楽し

ませる構成に擬
ぎ

木
ぼく

護岸
ご が ん

や大型石造物などを備

えていて、時代を特徴づける造形を伝える事

例である。 

（粟津温泉の名湯「法師」に造営された複数

の築山や池泉から成る近代の庭園） 提供：小松市 


